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光 栄に浴して

私事此の度び（昭和32年10月23日）紫綬褒章

の栄誉をにない私自身のみな らず会社の光栄と

して感激に堪えぬ次第であります。

私としては粉砕機製造の職域として当然なす

べき事を尽して来た事に過ぎないのであります

が，今回の様に各方面より御祝辞を頂き又報道

関係から注目を浴びまして面映い心持がいたし

ます。

然るに微粉砕工業はまだまだ未解決の問題が

多く弊社研究部門には愚息を始め松山工学博士

等前途有為の人材も多々居る事でありまして一

層に研究を厘ねて国家の要請に添える様努力を

続けて居る次第であります。尚弊所は各種の粉

砕機を設備して研究実験に供して居る次第であ

りますれば皆々様の研究実験工場であるとの御

考えを以て御支援御鞭撻の程を御願いいたしま

す。

昭和 32年11月 1日

株式会社細川鐵工所

社 長 細川 永
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大正初期の我国機械工業は末だ極めて幼稚で微粉砕機 れ，過去に於ては不可能であった徽粉砕の成功によ

は全て輸入によつてまかなわれていた。そしてそれすら つて右の各業界に多くの御用命を戴ぎ，いささかな

性能，能率の点に於て十分と言えなかつた。 りとも新分野の開拓と品質の向上に貢献したもので

当II寺化粧品，鉛粉，塗料，頻料得の業界に於ては俊秀 ある。

な徴粉砕機の出現が著しく要望されている実Mであっ (4) 炭酸カルシュウム，タルク ，酸性白土等の各種鉱庄

た。 物の徴粉砕工業もミクロンミルの完成によって新し

特に明色化粧品桃谷順天館の御娑望により粉砕機の研 い生産分野を開拓し褐たものであり ，特に炭酸力）レ

究試作に着手し，以来桃谷順天館始め各界の御助力によ シュウム，タルク宵の業界の今日の隆盛を紹いた基

り長年の研究努力が実を結び昭和 5年ミクロンミ）レの第 礎はミクロンミルによって開かれたと言っても過言

1号機の完成を見た。 でない。

ミクロンミルは衝撃，剪断，靡擦の三原理を複合し独 国内の天然資源として庄する炭酸カルシユウム，

自の構造による新しい粉砕原理を確立したものであつて タルクの如ぎは此れをミクロンミルによって起微粉

我国始め諸外囚にも例を見ない画期的なものであった。 とする事によりゴム工業，紡績，．t製紙，医薬品，殷

昭和 6年特許第 93098号として登録された 薬等々の各業界に莫大な量を供給している現状であ

以来ミクロンミルは各業界の実用に供せられ，その後 つてそれらの超微粉の殆んど全部がミクロンミルを

も絶えざる研究改良によつて現在スーパーミクロンミル 以つて製造されている状態である。

として周知せられる如くその成果は日本の化学工業の発 (5) 戦争中及戦後に於ては軍需用として熔接材，火薬そ

展と共に輝かしい足跡を残して来た。 の他の原料粉砕に旧陸海軍に御用命戴ぎ戦後の食枠

今 ミクロンミルの歩み米た歴史を回顧すると 難時代には食糧用としても利用せられた。

(1) 鉛粉製造 (6) 酸化チタン，塩化ビニール等々の戦後新たに発展し

鉛の微粉砕は故島津源三翁の著名な発明として知 た化学工業の分野に於ても国内における唯一の優れ

られている如く粉砕の困難なものであるが， ミクロ た微粉砕機として各方面の御好評を得，広く業界に

ンミルは全 く独自の粉砕機構によつて優れた鉛粉の 御利用戴いた。

製造を可能ならしめ，当時の業界にセンセーシ ョン 活性炭，農薬，医薬毎々ミク ロンミルによって得

を巻ぎ起したものである。 られた超微粉はその最終製品，中間原料或は原料の

即島津翁はミク ロン ミルの特許の権利を莫大なる 各段階に於て合理化促進の御役に立つて来た。

金額をもつて貿取る事を提案せられたのであるが， し7) 特許第 216308号粉砕分離機の完成

当時桃谷順天館専務であった故桃谷幹次郎博士より その間徽粉砕機に就いての絶えざる研究努力によ

苦心の未成功したこの結果を簡単に金に替えるより つて幾多の改良がなされて来たのであるが，特に昭

は此れを土台として事業の育成に努むべきであると 和27年粉砕原料中の不純物，異物質等を粉砕作用と 會

の忠告を与えられ島津翁とも了解の上， ミクロンミ 同時に選別分級する画期的な研究に成功した事はミ

ルの製造販先を始める事になった。 クロンミルの応用節囲を更に拡くし，新しい工業の

(2) 化粧品工業 分野の発展をもたらしたものである。

桃谷順天館に於ては化粧品用微粉砕機としてミク 此れは発熱によつて変質或は熔融する物質の粉砕

ロンミルの優秀性を高く評価せられ， ミクロンミル にも卓効を示し粉砕分離機として特許第216308号に

の第 1号機を買上げられて以来，数多くのミクロン 登録された。

ミルを御使用下さり現在各化粧品t業界に数多くの 現在ス ーパーミクロンミルとして製造されて居る

御用命を賜る結果となっている。 ものである。

（3) 顔料，塗料，染料，医薬品等々の各種有機，無機薬 (8) 農薬B-H・ C工業

品工業界に於てもミクロンミルの出現は歓迎せら 食糀増産の声に応えて有利な国内産業として農薬

2 --



B0H•C が脚光を浴びて来た頃実用に際して最も困 ， 効果を示した。 い＼母 ：↑‘、‘・ヽ

難と目された事はその微粉砕であった。 複雑な化学的精製の過程を簡略化氾で超微粉砕化

熔融点が低く粉砕に伴う発熱によつて簡単に機械 すると共に不純物の分離を為し得るからである、o;

内に粘着するのである。 此れは諸外国にもその例を見ぬ新しい機構であっ

B·H•C は微粉末となる事によって始めて広範囲 て戦後躍進する日本の化学工業の発展に目立たない

な散布と甚大な殺虫効力を発揮出来るものであって が多大の貢献をなして居るものと言える。

その微粉化は同業界の望んで止まぬ所であつた。 (JO) その他超微粉の御要求にスーパーミクロンは広く御

此の難点がミクロンミルによつて解決せられるや 利用戴いて居り ，合成樹脂，ゴム工業，薬品，グラ

忽ちにして逼く同業界の御注文を戴き，他の機械で ファイ ト， カーボンプラック ，石圭藻土等々枚挙にい

は為し得ない卓越せる効果を示した。 とまない。

(9) 海水マグネシュウム工業その他無機，有機工業薬品 又東南アジア方面への輸出も活発化しつつあり ，更に秀

僅かの重金属類の混入が製品の品質を低下せしめ れた日本の代表的粉砕機メーカーとして各界の御要望に

る様な場合，スーパーミクロンミルは全く素晴しい 御応えするべく研究乞怠らず努力している現状である。

ミクロンミル 改 造 の 過 程

社長

設計 課長

細

井

J I I 

上

永

貞
敏

1 序 言

ミクロンミルは株式会社細川鉄工所，社長細川永一の

発明にかかるものであって，以来終始一貫，各種粉砕機

の発明，改良研究にその全生涯をかけて今日に至って居

る。その業績の 1つとして， ミクロンミル改良研究の糾

果，昭和27年特許216308号に依りミクロンミルを更に削

進した粉砕分離機として完成された，スーパーミクロン

ミルの改造過程について此処に紹介する。

2 改造の要点

1)目的

1. 超微粉

2. 粒度の均ーなる屯

3. 能率の向 Iこ

4. 異物質，不純物の除去及び粘着の防止

化学工業界の飛躍的発展に伴い，微粉砕機に対する

嬰求は語微粉であつてしかも均ーな粒度分布の製品を

得る事，能率を向上せしめる事，異物質不純物の除去

及び粘着の防止を可能ならしめる事等，相次ぎ，弦に

ミクロンミルの性能を更に上回らしめるべく ，改良研

究がなされたものである。

2)改造に依る構造上の比較

- l fクーロ；ゞミ）□ ミクロンミル

粉＇砕室 2段 1段

分級装置 ノ ズ Jレ式 空気分離器使用
ノズルナシ

線 速 度 の 比 1.5 1 

ミクロンミル及びスーパー ミクロンミルの構造を示す

と Fig.1及び Fig.2となる。

Fig. l ミクロンミル

I 
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I 
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丁

ミクロンミルの粉砕原理は， Fig.1 

に示す如く独自の構造を持つた粉砕板

①，粉砕枠②，に依る衝撃，剪断，摩

擦の粉砕の三原理を複合し粉砕板①と

ライナー傾斜面⑲との間隙，及び調節

プツシユ④の調節により微粉砕が行わ

れる。即ち粉砕室内の粉体は与えられ

た遠心力と，風車に依る吸引力に依つ

て粗粉と微粉が分離選別され，微粉は

風車に依つて吸引され，粗粉は循環気

流に乗って，繰返し粉砕作用を受けて

微粉化されて行く機構を備え，その微

粉砕の程度を速心力と吸引力の調節に

ょって網節可能ならしめたものであ

る。スーパーミクロンミルは Fig.2に

孫

．

下

翠

加

％

Fig 3 各種粉砕機に依る粒度曲線 試料タルク

100 

509-

。゚
示す如くミクロンミル粉砕室を 2段に備え， 2段目は

1段粉砕室より大としている。

Fig 2. スーパーミクロンミル

2 3 

徴杜

① ミクロ ン:IL

② スー／f-:'70,ミIL

③ 0-7イトn-ぅ-：IL新:
④ IB'¥:' 
⑤ アトマイサ＿

⑥ ？ーポ型粉砕概 IB型

① 、 新型

⑧ （中共製品汀残村和月

⑨ ティスメン7レーダ＿

5 7 10 15 20 莉王ミ ?Dン

ノズル分離機構⑪は各粉砕室のライナーの内径円周

線上の下部に穿孔されたノズル粗粉排出孔と，その下

部より連続的に粗粉及び異物質，不純物を粉砕室外に

排出するスクリユー機構とより成つている。

線速度は回転数の増加に依り ， ミクロンミルに対し

スーパーミクロンミルは約50％増大している。即ち各

粉砕室内の高速固転ランナー④，⑥及ノック⑤に依り

超微粉に粉砕され，殊に第一室より第二室の方が線速

度を大きく取ってあるので 2段粉砕はより合理化され

ている。

異物質，不純物はノズ）レ機構に依り連続的に粉砕室

外に排出され超微粉を得るための微粉機の分級は機内

のNo.2ランナー⑥のホイツツアー機構とノズル機構

⑪との相乗作用に依り行われる。

以上の各機構に依り Fig.::lに示す如くミクロンミル

及びスーパーミクロンミルは他の 8種の粉砕機に比較

し最も秀れた粒度を示している。

3 改造による効果

1)均ーなる超微粉

本改良研究の実験結果をFig.4に示す。

No. 旧型空気g 離器二）レ装置 ［粉砕室

9ー`

1 附 屈 ナ シ 1 段

2 ナ シ ナ シ 2 段

3 ナ シ／ 附 属 2 段

4 ナ シ ナ シ
2 段（岡弟内贔径2癸室大） 

5~7 ナ シ 附 属 2段（）

粉砕室を 2段にした事は，各粉砕室の粉砕度を調節

する事を可能ならしめ，第 1粉砕室では一挙に徽粉砕

する事無く ，第 1段では300mesh位の粉砕に止め，第

2粉砕室にて目的の数ミクロンの微粉砕を行わしめる

もので，その合理的微粉砕結果は Fig.4 o)カーブ①②

の比較に依り ，よく示されている。 一般に粉砕原料が

微細化するに伴い，同一の粉砕度を得るには，より大

ぎな衝撃力を必要とし，且つ徽細化する程容積も増大

するものであり，先の 2段粉砕の効果を戻にたかめる

ために第 2段粉砕室の内径を第 1段粉砕室内径より大

ぎく取り， 弟2段粉砕室の線速度を第 1段より大と

し，各粉砕に於て，流入原料の各大ぎさに対し適応せ

る衝撃力及び容積を与えた結果，更に均ーなる超微粉

を得るに至った。その効果は Fig.4のカ ーブ②と④，

及び③と⑤～⑦とを比較する事に依りよく見る市が出

米る。

2)ノズルと拉度の関係

ノズJレ分離装置が粒度に及ぼす影特について Fig.4 

を見ると②と③及び④と⑤～⑦を比較する事に依り知

”ヽ

↑

.
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る事が出来る。

Fig. 4 ミクロンミ ）レ改造の過程

（試料タルク）
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Table 1 

-

Test 製 品 ノズ）レ呈
n k 

No kg/H ％ 

l 

1 33.1 17 1.18 0.072 

2 40.0 

゜
1. 20 0.065 

3 37.2 7 1. 36 0.038 

4 40.0 

゜
1. 48 0.020 

5 48.0 42 1. 02 0.124 

6 56.0 38 1. 04 0.116 

7 60.0 16.5 0.928 0.2318 

上表中No.IノズJパ罰17％とある1よ空気分離機の戻り粗扮団（％）である

ノズ）レ排出物及び製品の粒度分布については Fig.5 

及び Fig.6に示す。

ノズ）レ排出物の星，？るが製品粒度に及ぽす影特につ

いては Fig.7に示す。

即ち数次の機構改造に依り ，現在のスーパーミクロ

ンミルに於ては平均約 3μ の微粉砕に迄達している。

尚一般に，馬力当りの能力を一定とすると，粉砕室内

径が大きくなる程，即ち大型化する程，又線速度が増

す程粒度は良くなつて来る。その場合，粒度に対する

影響の度合は線速度の方が遥かに大きいものである。

Fig. 5 スーパーミクロンミ ル5ザ用 lOOkg/H処理

（試料 タルク ）

1 製品

2 第 1ノズル排出物

3 I第 2ノズJレ排出物

゜ 60 70 50 90 100 110 110 130 140 
A'(粒杢ミ クロ ン）

Table 2 

i 

製 品 NolノヅJレ No2ノヅJレ

μ 飴戸―ー` 匝／ kg/ 
100kg 100kg 飴 I100kg 

I 2 ， I o I 0~5 65. 54. 5 

゜゜ ゜5~10 19. 16. 7 

゜゜゜゜10~15 8.9 7.4 

゜゜
12.3 1. 2; 

15~20 3.4 2.8 

゜゜
12.8 l. 2E 

20~25 1.5 1. 2 0.1 0.0065 16.2 1. 62 

25~30 0.6 0.5 12.5 J. 7935 19.5 1.95 

30~35 0.5 0.4 15.6 1.01 20.3 2 03 

35~40 

゜゜
11. 2 0.73 10.3 1.03 

40~45 

゜゜
8.0 0.52 4.2 0.42 

45~50 

゜゜
7.0 0.46 3.3 0.33 

50~60 

゜゜
12 0 0.78 0.8 0.08 

60~70 

゜゜
9.0 0.59 0.3 0.03 

70~80 

゜゜
5.8 0.38 

゜゜80~90 

゜゜
3.4 0.22 

゜゜90~100 

゜゜
2.7 0.18 

゜゜100~1.10 

゜゜
2.4 0.15 

゜゜110~120 

゜゜
2.0 0.13 

゜゜120~130 

゜゜
1. 4 0.09 

゜゜130~140 

゜゜
1. 3 0.08 

゜゜140~ 

゜゜
5.6 0.36 

゜゜計 100 83.5 100 6.5 100 10 
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Fig. 6 スーパー ・ミクロンミル 5l-P100kg/H処理

（試料夕）レク）

60 

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 
メ （荘全ミクロン）

100 

1 製品

2 第 1ノズル排出物

3 第2ノズル排出物

Fig. 7 スーパーミクロンミル 51-P用

（試料タルク）

Tabe 3 

Test竺竺:旦-In I k 

No I kg/HI % 

1 I 96 I 12 ! o. 9161 0.115 

2 I 56 I 38 I 1. 0421 0. 116 

3 I 48 I 42 I 1. 0181 0.124 

。
IO 20 JO 40 

9 （粒杢 ミグロン）

3)不純物，異物質の除去及粘着の防止

ノズ）レ分離装罰の有する特長であって粉砕中，循環

している紛体内の異物質，不純物等を粉体の比璽差に

ょって微粉砕と同時に自然に排出する作用を有し，特

にタルク等の微粉砕に際して原料中の賢物質を除ぎ，

製品の品質を向上せしめ柑ると共に，この装悩によつ

て従来から微粉砕の至難であつた殷薬B・H・C,合成

樹脂芍の低融点物質の粉砕を可能ならしめた。

タルク製品

ノ ズ ） レ 分 離 粗 粉

上記顕微鎧写真に示す如くノズ）レ分離粗粉中には原

料中に含まれていた鉄， シリカ等の不純物が分離さ

れ，タルク製品中には之等不純物の混入は見られない

4)能率

Table 1に見られる如く改造の過程に伴い能力は順

次上昇している。

即ち数次の粉砕，分級，分離機桔の改造に依り現在

のスーパーミクロンミルは約 2倍の能率を示すに至っ

た。一般に同一原料の扮砕に対し粒度一定の場合時間

当りの製品鼠を C,所四動力 H, 粉砕板の線速度を

u,粉砕室内径をDとすると，

C 7/ 1/ 

H 
= KU :is D78 (Kは比例常数）式がミクロンミ

ルの場合

線速度20~70m/sec

に於て近似的に成立する。従って線速度一定の揚合，

能率は大型化する程増加し，線速度の増加と共に増す

ものであり上式に見る如く，能率に対する影響の度合

は線速度の方が逝かに大きいものであり，粒度に対す

る粉砕室内径，及び線速度の影響とよく似た傾向を有

する。

（後記） Fig.3各種粉砕機に依る粒度曲線は新日本化精

工業株式会社，西田氏の御提似に依る。

_
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}
↓
~
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超微粉砕について

技術部長工学博士 松 山 卓 蔵

超微粉砕の定義はタイラ ー箇 325M/in，筒―F99,5％以

上の微粉砕を目的としたものとする（或いは 10μ以下を

以て超微粉砕とする峙もある）。この場合粉砕機として

は高速の衝賠粉砕機， リングロールミル， ジェット ミ

）レ，水簸を伴うエッジランナー， ボールミルの湿式粉砕

等が採用されるが，ここでは前者につき洋説したい。湿

式ボー）レミルによる回分粉砕の一例を Fig.1 Aに，ジェ

ットミルによる夕）レクの粉砕例を Bに示すが，この両者

は能率が悪い欠点がある。リングローラーミルによる酸

化チタンの粉砕例を Fig,2に示す。ミル1001:P, フアン

501:Pである。

以下乾式の衝撃式粉砕機について述ぺるが，超微粉砕

の場合は粉砕機構と共に分級機構がキーポイントであつ

てこの形式により次の諸種に分類される。

*Fig.1 独，米の各種粉砕機の性能

00101102040608090 
n5. 

（苓）T溢

／ 
I ／ ／ 

I ン / ／， I ／ 

I ／ ／ I / I I 
a-A --←ーらトー 一 VL Q/} 臥 l € 

V ／ ／ ／ I/ I 
I V, 兄 ／ 

I/ V 
j 

／ 
95 

98 

99 
()．S I 2 S 10 20 50 100 200 500 l000 

—→平均粒全 1が l

A タングステン カーバイトーコバルト 涅合物

（湿式ボー）レミル，24時間処理）

B 夕）レク（ミクロナイザー）

C 結品白嘔（ウルトラコントラフ レ゚ツクス）

D グラファイト（振動粉砕機，8時間処理）

E Tli販セメン ト （チユーブ ミル）

F 褐炭509る水分（クレマーミル）

G にかわ （パーフ レ゚ツクス， 0.5mmスクリン使用）

* Ullmans Encyklopadie der technishen Chemie, 

Band I. P.617. 1951 

Fig. 2 Raymond Ring-roller millによるTio2の粉砕

99 9'l.5 100 

枯度 325町in餅[F% 

1)粉砕機外分級形式

超微粉の分野では一般の飾分機の工業的使用は不可能

で，現在の技術として遠心型風力分級機以外に方法はな

い。乾式ボールミルでは超微粉を得がたいとされている

が，これをエアースエプ ト型とし， 俊れた分級機を用う

れば可能である。Fig.3はイ ルメナイ ト粉砕に当社のミ

Fig. 3 イルメナイ ト微粉砕プラン ト （ミクロン ・

セパレーター附設）

ミクロンミル 20/IP

クロンセパレーター（略称MS.)3号を附設して成功し

た例でコニカルボー）レミル751:P,MS 2 !:P, フアン 301:P

で325M/in師下 99.5％を侮時 1ton以上得ている。ボー

ルミルで微粉砕を行うにはエアースエプ ト型と し，又原

7
 



Fig. 4 BHC粉砕フ ラ゚ン ト（ミクロンセパレーター附設）

Jこカルポールミル
75HP 

Fig. 5 パルペライザー

粉
砕
綸
ハ
ン
マ
ー
ロ
ー
タ
ー

料水分は充分乾燥除去する必要がある。 Fig.4は低融点

物の微粉砕用に本形式を応用した例で粉砕室内での粉砕

時間を瞬時的にし，直ちに MSに送入分級して選別繰返

し粉砕を行う。 BHCその他軟質の有機薬品で融点 40°

C程度のものでも冷凍なしで微粉砕し褐る。

2)粉砕機内分級形式

最も簡単な分級機構として

(a) スクリーンミル形式がある。デイスメンブレータ

ー，パルベライザー（アトマイザー） Fig.5等がこれ

で， フィルターケーク乾媒物や硬度 1程度の軟質原料

であれば能率よく微粉砕を行いうる。然し硬度中程度

以上では本形式では超微粉を得難く ，且つ機械の損耗

が烈しい。

(b)遠心力分級形式 我が国ではスーパーミクロンミ

｝レ，米国の Raymond ミル (Vertical, Horizontal, 

High-side)， ア トマイザー， 独のウル トラコントラ

プレックス涛があるが，何れも粉砕室内を通過する空

気の流休抵抗と粉砕機ランナーの遠心力のバランスで

分級せんとする形式であるが，詳細の発表は少い。 10

μ以下の超徽粉砕を目的とした当社の研究を粉砕物の

硬度の順にのぺる。

(i)タルク （硬度 1)， ミクロンミル，その他の粉

砕機による粉砕製品柁度は別稿頁4Fig.3を参照され

たい。スーパー ミクロンミルによれば30H'で 5μ65 

忽 10μ85忽 20/-1975,lる，325M/in99.7％以I::飾下

の製品を 750kg/hrを得る。本機の大なる特徴とし

て粉砕室底部に設けた ノズ）レ排出により原料中に混

在する娃石，酸化鉄等の不純物を粉砕中に選択排出

しうる構造をもつことで，当社独自と称して よい。

Table 1 ミクロンセパレータ＿の分級数例

原料名 微粉能力 i 粒 度

平均 2/J. タ ルク 30kg/hr.
最大 6/J. 

塩化ビニール粉末 80 11 I 325M/in全通

リサ ー ジ 50 II 
平均 7/.1 
最大20/J.

フエノ ール系樹 脂 85 11 I 300M/in全通

珪 藻 土 500 11 I 60M/in全通

CaCOa I 650 11 
平均 5μ
325M/in 99. 99% 飾下

ZnO I 350 11 I 325M/in 99. 9 %箇` i下

BaS04 I 600 11 I 325M/in 99. 9％ 飾 下

ジル コ ン サ ン ド 30 II 最大 5μ

顔 料 20 11 I最大 4/.1 

分級効率

70% 

85% 

I 80% 

7596 

75鉛

60形

65飴

85形

備 考

MSl号をスーパー ミクロンミルに附設

MSl号

MSl号

MS2号，空気輸送をかねる

MS3号送別繰返し粉砕

MS3号

MS3号

MS3号

MSl号（繰返し分級）

MSl号ミクロンパルペライザーに附設

疇

I

↓
 

¥
＂
/
 

l
1
F
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Table 2 カオリン粉砕分級データ

Run 
使用機及 条件

No. 
| 

製品ノズ）レ収率 粒 度 (μ) under 
能力戻り 、

kg/h kg/h 9る 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 1 I s I 9 I 10 I 1s I 20 
| I 6 I I 

スーパーミクロンミル20" I I 190 3086・ 6’ -68,971・ 37-4 471 580・ 281・ 484 2 85 8 92.3 95 3 

ミクロンパルベテイザー 5[t' I I ! 
0.5加スクリーン使用 8000r.p.m. 70 ~ 10078 482.185.889.290.893.9196.597.4 97.8 99.1 
Run 1の製品使用 4回粉砕

ミクロンパルベライザー 5I-P 
0.5'加スクリ ーン使用 12000r.p.m. 100 - 10081.286.289 692.194 896.998.398 7 99.2 99.8 i 
Run 1の製品使用 4回粉砕

ミクロンセバレーター 1号 | 
ロータ ー回転数 1800r.p.m. 24.4 4.0 8683.287.990.693.095.397.097.998 9 99.2 100 -
Run 3の製品使用

ミクロンセパレータ - 1号
ロータ ー回転数 1800r.p.m. 20.3 5.877.885.288.992.594.998 299.199.3 - 99.8 100 -
Run 3の製品使用

ミクロンセパレーター 1号 l l 
6 ローター回転数 3600r.p.m. 14.6 9.460.887.989.292.295.698.198.999.299.4 99.9 100 -

Run 1の製品使用 1 

ミクロンセパレーター 1号
7 ローター回転数 3600r.p.m. 15 6. 8 68. 7 85. 8 88. 7 92. 6 96. 298. 0 98. 7199. 5 99. 9 99. 99 100 -

Run 3の製品使用 | 

このため粉砕機の性能向上が著しく他方

面にもr1、く用いられている。

尚本機とMSを並用さればTable1の如く

平均 2/..l，最大 6/..lの超微粉にまで選別

繰返し粉砕しうる。

(ii)黒鉛 （硬度 1~ 2)，鱗状又は土

状黒鉛 325M/in99.99,る節 ドを日的とす

ればス ーパーミク ロンミ）レ 51-Pで 35kg/

hr．であるが，最大粒径 4/..lを目的とすれ

ば201-Pで 26~36kg/hr.の実禎がある。

(iii)カオリン （硬度 2~2.5)，最近製

紙用その他の目的で最大粒径10/Lのカオ

リン微粉末を大塁に生産する要求が現わ

れた。従米乾式の粉砕では不可能とされ

ていた分野であるが，Fig.6, Table 2 

の結果を得た。装置の配列としては，先

ずスーパーミクロンで微粉砕を行い，原

料中のシリカ分等の硬度大なるものをノ

ズ）レより排出，製品純度を高めて 10μ以

下869;るにまで選択粉砕する。以後は分級

に MSを分級原料の粉砕と分散にパルベ

ライザーを用うる如く閉回路のサイクルを形成して

10μ以下99.9飴以上の製品を得た。沈降分析試験以

Fig. 6 カオリン粉砕分級，粒度分布

Line NoはTable2のRunNo．と同じ

100 

., 

竺90口／／／
吋

80 

兵

＜尺

70 

叱93

"2 

60 
2
 

3 4 5 6 7 8 9 JO 15 20 
粒 蚤 Iμ_)

外に粘細なる顕微鏡検杏を行ったが12μ より ，大な

る粒子の存在を認めず，乾式の星産可能となつた。

，
 



Table 3 ミクロンセパレーターMSl号による重質炭酸カルシウムの分級粒度分布 (wt%)

粒 度 範 囲

゜
1 I 5 I 10 15 20 25 30 40 1 I 43 1 61 74 104 

I I I I I I I I I I I ! I 
ミ ク ロ ン 1 5 10 15 20 25 30 40 43 61 74 104 147 

I 

こ一

141 6.l 

1 

9 | 1 

メ ツ シ

4.2 I 

325- 250- 200- 150-
250 200 150 100 

原 料 24. 7 19.9 11. 5 9. 6 1. 9 5.6 1. 3 3.9 0.04 

1800r.p.m. 微粉 41・ 5 18 5 33. 5 6. 5 

I 

39,5l | 29, 4 

900r.p.m. 微粉 17.2 24. 0, 33. 6 15.6 5.2, I 4. 4 

3 9| | 900r.p.rn. 粗粉 14.7 16.7 4.8 0.13 

(iV)重質炭酸カルシウム （硬度 3~ 5)，スーパー

ミクロンミル201:Pで粉砕すれば 5μ以下 65.2%,10 

μ80.196, 20μ96. 6%, 325M/in節上痕跡の製品を

100~120kg/hr得る。これと同程度のものを得るに

は1ool:Pチユーブミルで 100~150kg/hr.（粉砕のみ

で分級せずの時の能力で且つ鉄分の混入が烈しい）。

尚パルベライザー 3l:Pでは 325M/in79.9飴師下，200

M/in8796, 100M/in96. 99,るの製品68kg/hr程度であ

る（但しスクリーン 1mm目を用いた時） 。

又 MSを使用すれば上記ミクロンミル製品より10μ最

大径の所謂はな粉のみを採集し得る (Table3) 

(V)珪酸ジルコニウム （硬度7.5~8. 5)，かかる

高硬度のものも粉砕加工費に予裕があれは工業的に

スーパーミクロンミルで微粉砕可能で301:Pを用いて

1μ以下8.01%, 3 /.l以下22.7696, 6 /.l以下56.48

忽 325M/in以下99.5％の徽粉を 30~50kg/hr．粉砕

し得， MSを併用して 5μ以下の超微粉を製し得る。

以上

工業用飾機、特に微粉域飾機について

細

横

長

部
術

社

技
川

山

永

藤 平

1. はしがき

物質の大きさを選別するための操作の一つとして，締

機が一般に用いられているが，その対象となる物質の大

きさは，大は鉱業用の 200~300rnrnの大塊から，小は化

学薬品工業等にて使用される100~300メッシュの徴粉末

まで，その範囲は非常に広い。このため筒機もそのスケ

ールに応じて種々のメカニズムが採用されている。今師

分の上から粒度の分類をすると，大体次の如く分ける事

が出来る。

10メッシュ以上の粗粉

11 10~50メッ シュの中粉

iii 50~200メッシュの微粉

iV 200メッシュ以上の超微粉

工業的規模に於て用いられている飾機は殆んどが30メ

ッシユより粗いものであり， 80メッシユ以上の微粉，•の節

分においては粉体の物理的特性である凝集性が大きいた

め，粒子自体よりも密度の小さい凝集塊を作り，又徽小 -
)1 

粒子による目詰りを生じたりして，正常な師分が非常に

困難となる。 このために徽粉域の飾分には数々のエ夫考

案がなされながら，工業的に実施し得る決定的な装置は

未だ見当らないよう である。

2. 節分の要件

師分が効果的に行われるための要件として

1． 粒子を絶えず移動させること。

2. 絶えず粒子の位置，変換を行い，新しい部分を

網面に接触させる事。

3． 目詰りを防止すること。

等を挙げる事が出来る。

さぎに掲けた師目範囲についてみると，大体10メッシ

ユ以下の粗い粒子を節うときには＿L記 1の変件が殆んど

i
;
J
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支配的であり，師機の機構も水平に往復運動させる最も

単純なものが多く使われている。この範囲では処理粒子

が十分に粗い時は単に粒子間のプリッヂを破壊するのみ

で十分に筒効果をあげる事が出来るが，比較的細かい場

合には 2,3の要件を満足せしめる機構が必要となつて

来る。 10~50メッシュの範囲になると，上記 3つの要件

が守分に満たされなければならない。この範囲の粒度で

は粉体は一つの層となつて網上を移動するため， K下の

混合を行うと同時に，網面にショックを与えて目詰りを

防止する必要がある。 50~200メッシュの微粉範囲ては

日詰りを防止する事が師効果をあげる最も玉要な要件で

ある。この為には網目にはまりこんだ粒子をはじき出す

衝炉が必要となり ，又細粉の通過も瓜力による自然落下

より直い慎性力による強制通過を必変とする。20/Jメツ

シュ以上になると ，金網による筒分は市実 I:：困難となる。

3. 微粉域飾機のメカニズム

じ業用師機にはトロンメル （廻転酋i)，、ンエーカー ・

スクリ ーン，ジンマースクリーン，グリズリー等多くの

型式があるが，これらは殆んど微粉域師機としては不向

きなものであり ，ここでは省略する。微粉域師分に於て

現在使用されているのは低俎転型節（旋廻節` i) と高速廻

転簡（振動筒，屯磁振動師）に大別される。他に網面を

ブラ＇ノ｀ンではくもの，網下を減圧して吸 引するもの，又

特許公報等に散見される新しく 工夫考案されたもの等が

あるが，ここでは省略する。

A 低速廻転型節

これは一般に旋回締 (GyratorySifter)と呼ばれるも

のでその殆んどが偏心軸による円運動を行っている。回

転数は 150~300r.p.mの範囲で，比較的低い週期の運動

をするため，偏心距離は割合に大きく ，怜吋から数吋の

半径で円運動をする。これは水平型と縦型とがある。水

平型の場合は粉体の運動は円運動する網面に摩擦しつつ

傾斜している網面をすべり落ちてゆく ，従つてこの第一

義的な運動のみでは網の目詰りを防ぐ市が出来ないか

ら，網下にタッヒ°ングボールを入れ，これが網枠に衝突

するショックを利用して目詰りを防いでいる。網面の連

動には，全面同ーな円運動をするものと円運動と直線連

動を組合せたものとがある。

縦型旋廻の場合粉体の運動は水半の場合と異り，微粉

域節には利点が多い。この場合旋廻枠と，師網枠を切離

し強いスプリングで連結すると，旋廻時の上下慣性と，

スフ リ゚ングの作用により簡枠には絶えず適当なショッ ク

を与える市が出米，又粉体も網面上を飛び上つて，落下

するときの網面との衝突と1翡性力により師効果を上げる

事が出来る。

B 高速廻転飾

この型式のものは一般に振動師 (VibnatingScreen) 

と呼ばれているもので，動力源として，

1)電気的に振動を与えるもの（電磁振動を利用する

もの）

2)機械的に振動を与えるもの （電動機の回転を利用

するもの）

の2種がある。

1)電磁振動締

この師は比較的高い振動 (60サイクルの場合， 3600 

v.p.m)で運転するため，振Ihは少く大きくて数mm程度

である。師物質の移行は網面の傾斜によつて行われ，条

件によつて も異るが，大体20~45°の傾斜をつける。こ

の飾機の代表的なものに AUis-ChalmersのUtahScreen 

があり，これは乾式で10~48メッシュの範囲に使用され

ている。国産としてこの種の機械では日東電機が製作し

ており比較的細かい目のデータ ーを出しているが，微粉

域では凝集性，附若性のため師分困難な場合が多い様で

ある。

2)機械的振動節

工業的に最も多く広 く又比較的細かい目の節分に使用

されているのがモータ ーの回転を原動力とした所諧バイ

ブレーテイングスクリーンであるが，その振動数は 800

~3000v.p.mと広い範囲に亘つている。通常粗い目の節

では低い振動数， 大きな振巾とし，細粉筒分では高振動

小さな振巾とするのが 常識とされている。 これは偏心

柚により租極的に回転振動を与える偏心駆勁式と，不平

衝錘の回転によるジャイレーションを利用した不平衝振

動式及二個の不平衝錘を一定の位置で組合せ，これを逆

回転せしめて網面に斜め肘線運動を与える機構をもつた

所謂ローヘッドスクリーンがある。前二者は粉体の移行

を網の傾斜によつて行うが，ローヘッドスクリーンは網

面を水平におく事が特徴で粉は網の特殊な振動によつ

て，強制的に送られる。

これらの振動細は3'X6’位のものから 61Xl81位の大

きさのものまで製作されているが， 殆んどが45メッシュ

より粗い粉の師分に使われ，微粉域に使用されたデータ

ーを見出すことは困難である。

4. 当社で完成された新しい締機 2種

当社では此の度，2種の特徴ある締機を完成し現在製

作に着手している。

一種はさきに 3, A頃にてふれた縦型旋延筒（写真 1)

で従来の水平旋廻式の型を破り ，二本のクランクシャフ

トによる垂直面の旋廻運動をするものである。回転数は

200~400 r.p.m.偏心距離は筒物質の性質によりらが～1"

の範囲で適当に変化させる。本機の特徴は水平旋廻飾

に較ぺて，はるかに大きな能力を発揮する事及目詰りが

- 11 -



（写真 1) ミク ロンンフター

完全に防止されるため 200メツシュの超微粉まで師分が

可能な事である。

又機構的には網の傾斜角が自由に関節出来る様になつ

ている。さきに述べたように微粉域の簡分においては網

面に加える衝撃が御効果の殆んとを支配しているのであ

るが，本節機は旋廻枠と師枠とがスプリングにて辿結さ

れているため，節枠の運動軌跡はやや惰円形となり ，節

枠はその運動の上下において，適当な衝隙を受ける事に

（写真 2) ミクロン振動飾

なる。このため目詰りは防止され，細粉の通過に必要な

慣性力が粉体に加つて能力を増大せしめる。又微粉の師

分においては網上物質の送り速度が師分効率に大きな影

特を及匠すので，本師機で網の傾斜角が連続的に簡単に

調節出来るように設計されている。

別の一種（写真 2)は振動師の一種で反撥衝撃式と仮

称する。不平衝錘を腹結した電動機による振動機構を内

蔵した振動枠がスプリングを介して架台上に載つてお L 
り，飾枠はこの振動枠に更に板スフ リ゚ングにて連絡され

ている。

この二つの枠の間に一点の衝撃部があり ，この衝撃に

ょって師枠は強い振動を起し，網 I::の粉体を激 しくたた

き上ける。このため疑集している粉体は本来の粉末粒子

として分散するため，飾効果を向上し能力を極めて大き

くする事が出来る。又植物性脂肪等を含んだ湿潤粉末，

例えば唐辛子（カレー粉得）も能率よく処理する事が出

来る。この締機の大きな特徴は，箇網面積に比較して，

能力が非常に大きい事と，構造が簡単なために設置空間

と設備費が極めて少い事である。

次に当社における本師機の実施データーを示す。

筒面積3xl.1尺，電動機馬力協ザ， 第一次振動数

1740v.p.m. 網目 8oメッシュ

タルク粉砕品0.6ton/h 網通過鳳

炭酸カルシウム粉砕品 0.Ston/h 網通過量

湿潤粉体としては 80メッシユ唐辛子粉78kg/h

一回掛の場合の飾分効率88形

上記のデーターは徽粉域の締分機としては驚異的な数値

を示している。

ちなみに一般に用いられている振動餘の能力概算式

4 ~ 6 ton/h m2 mmを上記当社機の網面積，怖目に換

饒すると，約0.2~0. 3ton/hとなり，タルク ，炭カル等

一般的なもので倍の能力を有する事が分る。

5. あ とがき

以上，現在一般工業的に用いられている徽粉域師機に

ついて，大ざつばな分類と当社の製品について述べたの

であるが，現在の化学工業においては工業的に大塁処理

可能な，能率の良い師機を要望する声は大である。

当細川鉄工所においても，この要求を満たすべく ，た

ゆまぬ研究を重ねており ，御需要家各位の意に沿うべく

努力している。

t'，¥ 

‘,l 

¢
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ミクロンセパレーターの理論と実際

技術部 森； 本 盆 弘

ミクロンセパレーターに就いてその理論と実施例数例

を簡単に記載する。

ミクロンセパレーターの構造は Fig.lに示された様な

もので，③の ローターを一定辿度で回転せしめ機胴内部

に強性的に遠心力の場を形成し機胴内に送り込まれた粉

体粒子に運動を与える力と，⑥の分級縦孔を通り外側か

ら内側に流れ込もうとする流体のこの運動を妨けようと

する抗力， この二つの力を受けて運動している粒子の移

動速度の差を利用し分級するものである。

Fig. 1 

し
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料

送
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管

②
微

粉

送

出

管

③
セ
パ

レ
ー
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④
粗

粉
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⑧⑦⑥⑤ 
回風分セ

ノ;

レ
ー
タ
ー
機
胴

級

縦

孔
飾

部

戸
1

油＂

庫

ー

粒子が遠心力の場で運動する場合の運動方程式は，

du ps-P R 国—= a ( p s )- m ・ ・・(1)

(1)式で示される。

この (1)式中の R がこの場合問題となる抵抗力であっ

て，粒子にストークスの法則が適用される場合に，

R=C~心u2P s
8 

C=24/Re 

:. R= 3冗du /J. ・ ・ ・ • · · ( 2 )

(2)式が禅出される。

次にロータ ーの回転によって作られる速心作用で粒子

が受ける遠心力は，

F= 
mu2 = m')'wl...... (3) 
r 

(3)式で表わす事が出来る。

これをより具体的にミクロンセパレーターを用いて説

明すると， Fig 2はセパレーターローターの一断面 S

で，ロータ ー半径を r' ローターの周速度をUeとします

と，この面上の一点Pに分級される粒子が来た場合この

粒子は，

F= 
mU02 万 1

6 
- ---- • • d叩炉 （Ps-p)......14) 

r o r 

と云う遠心力を受ける。

一方空気が（流体が）外側より中心に向つて， Urな

る速度で流入しているからこの粒子の受ける抗力は(2)式

より
R=37fdUrp・・""(5)

として与えられる。

従ってP点に来た粒子に1カく ニカの内連心力の力が大

Fig. 2 であると ，そ

の粒子は外方

に楯り出され

抗力の方が勝

る場合は気流

によつて，ロ

ーター内部に

送り込まれる

からこのニカ

，，， が釣合つた時..,, 
が分級される

粒子の限界粒

径で，（4）式と
F 

(5)式を等置すると次式が得られる。

dth = 1 1 18四 Ur―・・・・(6)
uo ps-P 

これがミクロンセパレータ ーで分級する場合の限界粒

径を表わす式であつて，かように理論的に解析出来ると

云う事は， ミクロンセパレーターの優秀性を裂付するも

のである。

次にミクロンセパレーターを使用した分級例を簡単な

データーと共に列記し，更にミクロンセパレーターを使

用して開拓した新分野に就いて述べる。
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（イ）小麦粉及び小衷皮の分級

小麦粉製造過程中に出来る小数を跛と小麦粉に分離

し，小麦粉の回収をはかると共に精白小麦粉を分級し特

異な粒度分布を有する製品とした場合にその製品の特性

が如何様に変化するかに就いて検討を加えた。

小数に関しては 125メッシュ（以下メッシュをMと略

記する。）より細かいものは三叫粉もしくは二等粉（調

味料製造用，カリント製造用，その他）として充分使用

出来る事が解つた。なおこれより粗いものは大部分敬で

ある。

小麦粉は或る一定の比表面積を示すものは普通品に軟

Table 1 小被分級データー

使用機械 ミクロンセパレータ ー 1号型 (MS-1) 

Run No 回ロー転タ数ー 処理星 製 nロ口重亘

| 

80kg/hr1 1 1, 300r・P・m i 20kg/hr 

2 .700r.p.m. 70kg/hr 25kg/hr 

Run No. 2はRunNo. 1の粗粒を再分級した。

べ約20％位頚白質の合有畠が低くなつている。

小跛分級のデータ ーは Table1に，得られた製品の拉

度分布は Table2に示した。

ヤ

ーロ『

Table 2 小 被 の 原 料 及び 製 品 粒 度 分 布

メッシュ 60M~75M 75M~90M 90M~100M 100M~125M 125M以上
品名

原 料 5.5% 14% 16.5% 39% 25形

Run No. 1 の製品

゜ ゜ ゜
5 95 

Run No. 2 の製品

゜
5 23 26 46 

Run No. 2 の粗粉 8 15 13 52 12 

（口） 尿素樹脂の粉砕分級

融点が 40°c前後の尿素樹脂の様な低融点物質を一挙

に 100M以上の細かさに粉砕する事は粉砕機内で粉砕時

に発生する熱の為砕料が軟化 してしまい不可能である。

Table 3 尿素樹脂粉砕分級データー

使用機械 MS-1 

ミクロンパルベライザー 2号型 (HMP-2) 

そこで我々は粉砕時間を極度に短縮し，粉砕された製

晶を直接分級機に送人し選択粉砕する事によつてこの難

間を解決した。

Table 3, 4にこの試験研究の結果を示して憐く。

なお，この様にして得られた最終製品の成型性，着色

性に関しては目下詳細に検討中であるが，ボールミルて

長IIむ間 (24hr.）掛つて杓砕した場合と全然異らない校

様である。

Table 4 尿素樹脂の粒度分布

Run No. M一S回ロ転ー数タ 製 品 量 I砕温度料」→．昇の
メッシュ14瞑 ～ 60M~ ― 100M以上

品名 60M 100M 

1 300r.p.m. 70kg/hr 3°c No.1 製 品 205 ％ ， 
10% 70% 

2 450 70 5°C No.2 製 品 15 80 
I 

,
}
 

,1
,
 

Table 5 銅粉の分 級 デ ー タ ー

ローター
Run No. 処理量製品覧分級効率

メッシュ

-- -＿回雇数―---- 1一 品名
~2OOM 1 20OM~ 250M以上

250M 

ー

2
 

3
 

r.p.m. 
500 

250 

500 

kg/hr 
60 

60 

45 

kg/hr 
40 

52 

36 93形

粒〗un N贔1No□ 696 I 12% 

,,,w 

7396 
似粉 1 i 8 

度粗 粉 8 I 30 I 

88?る 1,L'
ノj‘

布

徽
粗

原
微
粗

粉
粉

料
粉
粉

4

5

 

2
 
2
5
4
 

1

1

 

3

8

 

1

3

 
0
2
8
 

2
1
3
 

82% 

91 
62 

83 
37 

63 
83 
48 

゜
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（ハ）銅 粉 の 分級 （二）タルクの粉砕分級

スタンフ ミ゚ルで粉砕した鱗片状の銅粉を分級したが， 化粧品用のタルクをスーパーミクロンミルを併用して

これは形状が短冊形でストークスの法則から大きく離反 粉砕分級し Table6の様な超微粉を得る事が出来た。

し分級の困難な部類に入る ものであるが，別表の(Table なお本研究は主としてセパレータ ー内部構造を変えて

5)様な好成績を得る事が出来た。 製品に及ぽす影響を調べたものである。

Table 6 タルクの粒度分布

使用機械 スーパーミクロンミル (M52型）

MS-1 ロータ一回転数 1, 200r.p.m. 

品名 粒径 ~lμ 11~2μ I 2~31-1. 13~4/J. 4 ~5 μ 5~ 7 μ | 7 ~10μ 10μ以上

No.1 微粉 29% I 32% 25% 10% I 396 I 1% o形 096

No. 2 11 26 31 27 13 2 1 0 O 

No. 3 11 14 29 24 18 8 1 | 5 1 1 

~
 

（ホ）その他ミクロンセパレーターを使用

した為に開けた新分野に就いて

(a)重質炭酸カルシウム

CaCO3を分級し最大径10μの製品が得られた。

この製品が軽質炭カルの安価な代用品として ゴム工

業用，化粧品用，塗料，高級歯磨用として使用され賞

磁されている。

(b)鉛粉

蓄電池製造工業に使用され電池の性能向上にすばら

しい偉力を発揮している。

(C)カーボン （黒鉛）

寛極用及び原子炉用恨鉛の分級に用いられている。

特に原子炉用と しての用途は今後に大きな期待が掛

けられている新分野である。

(d)活性炭

活性炭を分級し，その吸着能を増大せしめると共に

濾 過T程に於いてフィルターフ レ゚スを改艮せずに沌過

速度を著しく増大さす中が出来た。

(e)亜鉛華 (ZnO)

酸化亜鉛製造［程中に生成する祖悪品 （丁耳粉） よ

り ZnOを回収し廃品利用，製品の品質向上に有益な

1カきをしている。

(f)アランダムその他研磨材

光学レンズ等の仕上げ研磨に用いる超徽粉研磨材の

製造に用いられている。

(g)ゴム関係薬品

一般にゴム関係有機薬品は融点が低くその為粉砕に

相当な困難さがあつたが， ミク ロンセパレーターの使

用によ つて この問組を解決し薄物コ` ム製造業者より感

謝されている。

(h)イルミナイト

ボールミル，チュープミ Jレ， 等に直結し イルミナイ

トの粉砕分級を行い酸化チタン製造IIむにその反応速度

を調節し， 完全反応に有益であるばかりでなく 粉砕機

の能力をも1.5~2倍増大する事が出来たc

(i)顔 料

超微粉r：：：j級頻料を製造しこれを合成樹脂と混合する

際にこの混合時間を短縮すると共に，混合ムラを全然

無くする平が出来た。

- 15 -



ヽ

¥' 

東

京

支

店

開設に際 し て

かねて昨々年より東京方面の販路開拓と需要の諏査を

進めて居りましたが，昨年来在関東のお得意様はもとよ

り， 関係官庁の皆様からも是非東京に支店を設ける様

に，との強い要望が急速に増えて参りました。販路の開

拓の為にも又納人機械の試運転その他サービス面にも，

地坪的な不便を慇じて居りました。平い社業も追々発展

をみ，折柄 5月 5日東京国際見本市が開催される中にな

り，ここへの出品を機会に御需要家各位の御要岨にこた

えて東京支店の開設を決定致しました。

丁度本年 3月に東南アジア機械巡航見本l|j，九ケ国の

旅を終え 7・々に充分な時間的余裕のないままに支庄建設

と併せ，東扇国際見本市の準備に芯手致しました。見本

市の大盛況に追い廻され， 反面又候補地の買収その外思

わぬ手間がかかりましたが，此の度漸く祈社）呉及扮砕実

験―じ場が落成，10月25日新橋仮事務所を閉絹中野新社犀

に移転，名実共に束京支店が確立致しました。

商単に経過列挙致しますと ，

32. 4．末 束京支店仮事務所を東京都港区芝新橋 3の 1

に設く。

32. 5. 5 東京国際見本市晴海会場に当社製品各種粉砕

哉，分級機他14点を出品，本日腸協さる。

32. 5.18 新支店用土地並に工場を中野区新井1n」に買

収。

32. 5.19 国際見本巾大盛況裡に1閉糾

32. 7.24 束京支店設憐登記完了。

32. 8.15 新支店及―［場地鎖祭。

常務取締役
東京支店長 細川明彦

32.10.25 新築落成。

” ” /1 祈橋仮串務所を閉鎮新社産に移転（中野IX．新

井町12)

なお粉枠試験l．．場には

スーパーミクロンミルM52型 （7%馬力用）

ミクロンミルMO型 (l " ) 

ミクロンパルベライ ザー (5 ,1 ) 

実験室月jミクロンセパレ ーター (1% I/ ) 

ミクロンコロイドミル (5 // ) 

デイスパーミル実験室用 （％ ，， ） 

｀ 

サン プルミル

マルトミ ル

ミクロンシフクー

ハンマーミ Jレ

“ 

ーヽノ
ヽ
ノ
、
j

ノ
、
ノ
、
ー
‘
ノ

”
 “

”
”
”
”
 

5
 

～
 

5

1

 

/
2
ー
2

ー
ー

ー
ー

3

1

 

(

（

（

（

（

(

 

カッターミル (3 II ) 

シフテインググラインダー (l ,1 ) 

の14台を常設し広く各業界の実験研究用に関放，御孟嬰

先各位の御利用を顆つています。以上の様に‘1/I社の優秀

なる主要製品を多数網罷した工場を有して， ここに束京

支店が発足出来ました事を御報告致します。これは偏に

痛要家各位の御指禅御引立の賜物であり ，且社員諸界の

永年の営々たる努力研棗の結実と深<!ltに銘じ謝意を枠

げると共に告様の期待に背かざる様切瑳琢磨勤勉努力し

て支店の仙命を完遂致す所存です。
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（その一）

1.「特許」超微粉砕機 スー／←ーミクロンミル

1955年（昭和30年） 「発明買」を受宜 し，更に今回紫

萩秘頃の栄冠を得ました本機は最晶且界的な拍価を確立

して店り ます。 ミクロンミルの歴史及粉砕機構につき ま

しては別稿に詳述され

て届りますので之を省

き御使）IJ例の 1~2を

掲けます。

(i)北海道産タルクの場合

北侮道の某製粉工場がスーパーミクロンミルの粉砕品

を同地に於ける某•最大製紙会社へ納人されており ます

が，その製紙会社の研究所に於て測定されました粒度分

布のデータの御恵贈を受けましたので掲げます。

>45μ 300mesh (Tylor) 0. 06% 

14~30/J. 325~465 mesh 0.15% 

29~15μ 500~900 cuesh 0.31飴

14~ 4μ 1000~3500mesh 12. 30% 

<3/.-t 4500mesh 87.1896 

(ii)ジルコンサンドの場合

磁）小Iやマ レーで天然に廂するジルコンサンド (ZrSi04

硬度モース8~9°)は飩酸ジルコニュウムや酸化ジルコ

ニュウムの原料として，その特殊な川途に時代の脚光を

浴びていますが，その粉砕は至難とされて居り ます。

某社に於てはスーパー ミクロン ミル30!.:P）-1]に依り次の

通り粉砕されて居り ます。

>20/t 4:iる 5~10/t 26形

10~20/1 249,る <5/t 469,る

〔型式〕M52NC型 5~7%[-P用 M202NC型 20~30[.:p

用 M502NC型 501:P用

汎ゆる 「粉砕」 の御相 談 は 細 川 へ

試験室を開放して御待ちして居ります

2， 微粉砕機 ミ ク ロ ン パ ル ベ ラ イ ザ ー

ミクロンオーダーの超々微粉はミクロンミルの分野で

ありますが，300mesh程度の微粉を目標として能率 よく

而も経済的に生賄した

いという場合本機をお

奨め致し ます。本機は

所謂アトマイザー型と

して紹介されて居り ま

すが，最も特徴とする

ところは超尚速回転の

著大な円周速度 (1iJ秒

100米以上）に依る粉

砕効果であります。

当社では允分なる研

究試作を弔ね，最も簡

単化したデザインを以

て取扱f簡単，渦能率，

且つ低廉なる価格をモ

ッ トーとして独自の型

式を完成しました。

〔型式〕MP-1型 3~5 tP用， MP-2型15~20tP用

§実験室用 サてンプルミル

ミクロンパルベライザーと同様のメカニズムで実験室

用，サンプリング用又は小規模の生産用としてサンプル

ミルがあり研究所，化学会社， 薬品会社等で賞用さ れて

届 ります。

〔型式〕手動フィーダー附 1H'用， 自動フィーダー付 1

1.:P及％61:l'用

3.「特許」微粉末分級機 ミクロンセパレーター

近時微粉末製品の超微粉化並に均ー化が強く 要望され

ますが，本機は広い粒度分布の扮末品中より一定範囲の

粒度のみを分級 ・柚集する独創的分級機構をもつ新鋭機

であり 発表以米多数の重要産業に採用されて生産に貴献

して居ります。

ミク ロンセパレーターの理論と実際については別稿に

於て詳細な記載があり ますから省略致します。

〔型式〕MS-O型実験室用 よりMS-4型迄各種
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麟日本商品展覧会

日本国際貿易促進協会の主催に依り ，昭和31年10月 2

日より 12月26日迄北京及上海に於て開催せられた同展覧

会に揺社 ・蝶理株式会社と提携してスーパーミクロンミ

ル外数種の粉砕機を出陳しました。 11月初現地当局の要

請に依り当社井上設計課長が渡航し，北京展の終期と上

海展の全会期を展観と技術説明に当り彼地に異常な反響

を呼び本年 1月 7日無事帰国しました。

11 ---と 一..

東南アジア 9ケ国日本機械巡航見本市

通産省，外務省等の指導に依り ，日本機械輸出組合が

主催して，日昌丸（約 1万噸）をチャーターし，機械類

を満載して東南アジア 9ケ国を歴訪した巡航見本市に参

加しました。当社では同船に一小間に各種の粉砕機を陳

列して細川明彦営業部長が乗船し，去年12月 8日東京出

帆サイ ゴン→バンコック →コ ロンボ→ボンベイ→カラチ

→シンガボール→ジャカルタ→マニ ラの諸都市を巡航し

て本年3月 6日無事神戸港に帰着しました。

東京国際見本市

本年 5月5日より 19日迄東京に於て開催された国際見

本市II青海会場に 4小間を連ねて各種粉砕機10数台を展観

し国内の需要家はもとより国外のバイヤーの大きい関心

と反響を呼びました。木社よりは細川営業部長をはじめ い
‘ 村井，八木の営業部員を派遣し展覧会終了後は東京支店

の開設準備に当りました。

東京支店の開設

予てから関東方面の御需要家に対し御不便をおかけし

て居りましたが，東京国際見本市を期として東京支店を

開設しました。 （別稿）

応用研究補助金の交附

昭和32年 6月予てから研究中の分級機及集塵機につい

て「企業合理化促進法」の定むるところに依り ，応用研究

補助金を通拙産業大臣宛申請して居りましたところ， 10

月次の通り許可されました。工業技術院等の厳重なる審

査に合格して，全国有力会社 111社中に選抜されました

ことを誇 りと致しますと同時に深くその責任を感じて益 ） 
々技術を研鑽し優秀な成果を挙けることを期して居りま

す。

研究題目 微粉末分級機及集塵機の性能向上に関する

研究 べ

目的，近時製紙業界その他に於て 3/」とか 5/［で完全

にカッ トした超々微粉が要望されていますが，之に応え

てスーパーミクロンミルの超微粉砕機能とミクロンセパ

レータ ーの分級機能を紐合せてその目的を達成しようと

いうものであります。更にミクロンセパレーターを収塵

用としてサ イクロン或は コットレル収痙機の分野に応用

しようとするものであります。

研究費総額，予算総額 ¥ 4,690,150円

補助金交付額 ¥ 1,400,000円

交付番号昭和32年10月22日 32.30-2284号

” 

- 18 -



粉砕試験室の利用状況

当社の営業及技術面に最も特色を発揮して居ります粉

砕試験室は建坪40坪，中に20数台の各種粉砕機，分級器

師機等を備付け又各種の測定器具を完備して御需要家各

位に広く開放して御遠慮なく御利用願つて居ります。

本年 1月より10月に至る間の御利用の状況は次の通り

であります。

9 月 1月12月13月 4月五6月ー7月 8月 9月10月

件数 1 17 22 24 i 23 54 28 23 41 31 25 

へ 輸出 賓 績

本年初より現在迄の当社機械の輸出実紐は次の通りで

す。

輸 出 国 名 機械台数 金 額

中 華 民 国 16 7,078,000 

中華人民共和国 3 912,000 

フ イ リツビン 1 540,000 

英 領 ケ ニ ャ 1 50,000 

ブ ラ ジ Jレ 4 2,330,000 

計 25 10,910,000 

現在引合中のものは東南アジア各国に亘り多数ありま

す。

一編集後記

＼ヽ
社内報的なパンフレットを発行して，当社の研

究 ・技術の報告とか新製品の紹介等をして御需

用家の皆様とつながりを持ちたいという念願を

長い間持つていましたが，今回弊社々長の紫綬

災章受章を記念して 「粉砕」創刊号をお目にか

けることができて喜んでおります。

今後は年に 2~4回定期的に刊行して，学界の

先生方の論文とか御需用家の御研究とか御要望

とかの御寄稿を頂いてだんだんと内容を充実し

粉体技術の分野で関心と利害のつながるお互い

の間で，何かの意味でお役に立つものにしたい

といふ希望をもつて届り ます。御翡評と御寄稿

をお願い致します。 （間島）

§表紙写真説明

本冊子の表紙写真はカオリンのスーパーミクロンミル

粉砕品をミクロンセパレーターに依り分級した粉休の電

子顕徽鏡写真 (X40.000)であり市内の某有力会社より

御送り頂いたも のであ ります。

§尚先頃名古屋巾某著名工場より来社されアルミナの

分級テストを実施されましたが，その顕微鏡写真を頂き

ましたので参考に掲けま す。

（分級前 10~30/.J.） 

（分級後 5~15μ) 

“粉砕” 1957年秋季号 （創刊号）

昭和32年 11月15日印刷

昭和 32年 11月20日発 行

（非光品）

編集者

発行所

印刷所

間島淳一郎

細川鉄工所

大阪市港区高尾町 20)30 

闘ナニワ印刷所

大 阪 市 北 区 川 崎 lilf38 
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キ朱式こ 会 社畜田
本社工場

東京支店

J 11鏃工戸斤
大阪市港区高尾町 2丁目 30番地
電 話 築 港(57)I 097 • 23 I 3 • 2213 

1512 （工場専用）

東京都中野区新井町 12-番 地
電話中野(38)9 4 3 4 




